
暮らしぶり事例③
五島地区
年齢：60代（地元出身）
漁業種類：定置網、一本釣
主漁場：五島沿岸
家族構成：妻、次男

１．漁業
操業日数240日間（月20日程度）

1～3月：一本釣り（ヨコワ、ヒラス）
1～4月：定置網（ブリ、水イカ）
5～8月：定置網（イサキ、マダイ）
9～12月：定置網（クロ、スズキ、

スルメイカ）
２．民宿
周年

年間スケジュール

5：00 起床
6：00 出港

12：00 操業終了
15：00 網の補修
16：00 民宿（調理）

ある１日の操業

郷の理事、商工会
の総代

地域との関わり

１．収入源
本人：漁業、民宿
（妻、次男と共同作業）

２．収入 4,300万円
①水揚げ：4,000万円
②民宿 ：300万円

３．経費 3,350万円
①燃料 ：200万円
②漁具 ：2,000万円
③その他：1,000万円
（機関換装、手数料等）
④民泊 ：150万円

年間収支例（※）

※生活費、税金は考慮していません。

昔と比べると、定置網の作業の機械化が進み楽になった。
また、他漁業種類と比べると、漁場が近く操業時間も朝～昼
が主なので、夜はゆっくり眠ることができる。
また、定置網の大漁時は疲れが吹き飛ぶほど嬉しい。
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